
『色覚の検査』 のお知らせ 

 先天性の色覚異常は、男子の約 5％（20人に 1人）、女子は約 0.2％（500人に 1人）の割合にみ

られます。色が全く分からないというわけではなく、色によって見分けにくいことがある程度で、日常

生活にはほとんど不自由はありません。ただし、状況によっては色を見誤って周囲から誤解を受けるこ

とや、色を使った授業の一部が理解しにくいことがあるため、学校生活では配慮が望まれます。 

 色覚異常は本人や保護者が気が付かないことが多々あります。現在、治療方法はないものの、授業を

受けることや、職業・進路選択に当たり、自分自身の見え方を知っておくためにもこの検査は大切です。 

 本校では、希望者を対象とした色覚の検査を実施することとしました。色覚についての特徴を知りた

い、気になることがある人は以下の通りお申し込みください。 

 

申し込み期間：11月 10日（金）まで 

申し込み方法：保護者の方から各学級担任に「色覚の検査を希望する」とご連絡ください。 

実 施 期 間：11月中（申し込み人数に応じて変動する可能性があります。） 

結 果 通 知：紙面にて個別に通知します。 

※学校での検査はスクリーニングです。 

スマホやタブレットをつかうときは… 
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１０月になり、いつの間にか北京は肌寒くなってきましたね。急な気温の変化により、体調をくずし

やすい時期となっています。寒い日はセーターや上着などを着て、自分で体温調節ができるといいで

すね。「秋」といえば、読書や食欲、ハロウィンなどが連想されますね。季節の旬な食材を使い、お家イ

ベントを楽しんだり、お出かけするのもいいですね。 

～目を大切にしましょう～ 

 新しい環境や、勉強やスポーツでうまくいかない時にイライラしたりしませんか。大人だけでなく子ども
も、環境の変化や人間関係でストレスもたまりやすいです。これからの成長の一つとして、怒りのコントロ

ールも身につけられるといいですね。 

【目を守る身体の仕組み】 

＜怒り・イライラのコントロールをしてみよう＞ 


